
水産物の利用に関する共同研究第1集昭和35年10月

干しあじの身崩れ防止について

山瀬登
も

（白川県水産戯験掲）

緒 言

煮干あじの煮熟時における身崩れ防止の方法として，在来食塩による処理方法が行わｵじているが

最近多燐殿が一般加工品に応用されその使用効果等も認めらｵrて来たので，煮干あじについて食塩

§磯と共に多燐酸の煮熟時に於ける身崩れ効果について実験し酒

実験方法

1使用した薬剤

(1) ミートンSM 田辺製薬株式会社

ポリリン酸のソーダ塩…29船炭酸ソーダ…1％メ々リン酸ソー鐸・・29％ピロリン酸ソー

ダ…4 1％

(2) 々リンサン 上野製薬株式会社

ピロリン酸ソーダ塩…50％ポリリン酸ソーダ塩…50％

(3) 々リンサンG 上野製薬株式会社

メタリン酸のカリウム塩…50船ビロリン酸のナトリウム塩…60%承りリン酸のナトリウム

塩…10％

(4)無水第二燐酸ソーダ

(5)鴎鋒未

(6) アスコルピン酸ソーダ 第一製薬株式会社

2供賦材料

定置網に漁盤された50～401の小あじで漁盤後2時間を経過したものを使駐

3処理方法

実験ユ 各種結瀞剤の効力比較

小あじ10尾を次に区分された混合塩の配合割合液中は約5時間“し後80.C～92"約5

～8分間煮熟し外観を観察した。

混合塩の割合

A NaO1(7):結藩剤(8) B NaC1(7):結蔚剤(2):Vit-C(1)

1 Contr.o1 1 Contro1

2 NaCl l0% . 2 NaO1.10%

3 NaC1+ミートン 3 NaC1+ミートン +Vit-C

4 Nabl+々リンサン 4 NaC1+タリンサン+Vit-C

･ 5 NaCユ＋タリンサンG 5 NaC1+タリンサンG+Vit-C
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